
QAW Ver.3.3 正誤表

2007年6月27日　クオリティ株式会社

マニュアルの内容に誤り、追記事項があります。下記、正誤対象表をご覧ください。

■ 導入編

ページ 見出し 誤 正

New2 －
Intel® Active Manegement 
Technology

→
Intel® Active Management 
Technology

New11
Ⅰ 2-1 サーバ・コンソール

表内2行目「iAMT」の説明

intel Active Manegement Tech-
nology

→
intel Active Management Tech-
nology

New29

Ⅲ 2-1 シリアル番号の登

録、認証鍵の作成、管理者

情報の登録

手順2の下に右のヒントを追加 →

ヒ ン ト 　 リ モー ト デスク ト ッ プ

を利用し てQNDサーバを操作し

ている場合

リモートデスクトップを利用

し、QNDサーバPCを操作してい

る場合は、ここで、ID/パス

ワードの入力を求めるダイアロ

グが表示されます。初期値であ

る「ID：administrator」、「パ

スワード：Password」を入力

し、ログインしてください。

New53
マスターサーバからスレー

ブサーバへ

次のデータが転送されます。

8インベントリ

8タスクログ

8タスク設定

8エージェントモジュール

8オプション設定

8画像ファイル（アイコン等）

→

次のデータが転送されます。

8タスク設定

8エージェントモジュール

8オプション設定

8画像ファイル（アイコン等）

New75

Ⅵ 2-4 タスクによるQPオ

プションのインストール

表内8行目「非常駐オプ

ション」の説明

右の記述を追加 →

※非常駐オプションを選択した

場合、「インストール内容」

では、［QPオプションのみイ

ンストール］、［QPオプション

とRCオプションをインストー

ル］が選択できます。

［QPオプションのみインス

トール］を選択した場合は、

非常駐QPオプションのみがイ

ンストールされ、［QPオプ

ションとRCオプションをイン

ストール］を選択した場合

は、非常駐QPオプションと常

駐モードのRCオプションがイ

ンストールされます。

New76
Ⅵ 2-4 タスクによるQPオ

プションのインストール
手順15の下に右の注意を追加 →

注意 　 初回プル実行時

初めてタスクをプル実行する場

合は、必ずWindowsディレクト

リに書き込み権限があるアカウ

ントでログオンしてください。



New102
ヒント

削除されないファイル

（Windowsディレクトリ）

\QNDHostファイル（QNDのホス

トIDを記録するファイル）は、

どのユーティリティプログラム

でも削除されません。

→

（Windowsディレクトリ）

\QNDHostファイル（QNDのホス

トIDを記録するファイル）は、

コマンドラインオプション「-

f」をつけた「UNALL.EXE」以外

のユーティリティプログラムで

は、削除されません。

New109 バージョンアップ 右の注意を追加 →

注意 　 BizPack-Vを イ ンス ト ー

ルし ている場合

QND Ver.9.3からは、BizPack-V

がQNDサーバと同時にインス

トールされます。BizPack-V 

Ver.3.1以前をインストールし

ている場合は、まずアンインス

トールしておいてください。

113

Ⅷ 2-1 マスターサーバの

バージョンアップ

手順13 の後

右の手順を追加 →

手順14

「データバックアップ」（P.110）

でバックアップしておいたファ

イルのうち、次の3つを元の場

所にコピーします。

・\QNDPlus\bin\Rulea7.csv

・\QNDPlus\etc\multicast.ini

・C:\WINNT\QAWLauncher.ini

113

Ⅷ 2-1 マスターサーバの

バージョンアップ

手順13 の後

右の手順を追加 →

手順15

バージョンアップを行うと、

QIVの一部の設定がデフォルト

設定に戻ります。QIVコンソー

ルを起動して、「CSV読み込み設

定/集計ディレクトリ設定」の

設定を元の設定に戻します。

「CSV読み込み設定/集計ディレ

クトリ設定」については、『QIV』

「Ⅳ 2-2 CSV読み込み設定/集計

ディレクトリ設定」を参照して

ください。

New122
Ⅷ 2-4 ホストのバージョ

ンアップ
右の注意を追加 →

注意 　 QND Ver.8.7 SP2からの

バージ ョ ンア ッ プ

QND Ver.8.7 SP2からバージョン

アップする場合、QNDサーバが

QND Ver.9.1 SP1の時点で、クラ

イアントプログラムもQND 

Ver.9.1 SP1にバージョンアッ

プさせてください。

QNDサーバのみをVer.9.3にバー

ジョンアップさせた場合、QND 

Ver.8.7 SP2とQND Ver.9.3の認

証鍵の暗号化形式が異なるた

め、タスクのプッシュ実行が行

えなくなります。

136

Ⅸ 4-1 旧マスターサーバ

での準備

手順4 の後

右の手順を追加 →

手順5

Directoryサーバのインストー

ルディレクトリ（デフォルトの

場合は、"（Windowsディレクト

リ）\ApInServ"）をコピーし、別

の場所に保管します。

ページ 見出し 誤 正



■ 運用編

137

Ⅸ 4-2 新マスターサーバ

でのバージョンアップ

手順5

右の記述を追加 →

また、Directoryサーバのイン

ストールディレクトリ（デフォ

ルトの場合は、"（Windowsディ

レクトリ）\ApInServ"）を、旧

サーバでバックアップした

ApInServディレクトリと置き換

えます。

137

Ⅸ 4-2 新マスターサーバ

でのバージョンアップ

手順11 の後

右の手順を追加 →

手順12

「データバックアップ」（P.110）

でバックアップしておいたファ

イルのうち、次の2つを元の場

所にコピーします。

・\QNDPlus\bin\Rulea7.csv

・\QNDPlus\etc\multicast.ini

・C:\WINNT\QAWLauncher.ini

137

Ⅸ 4-2 新マスターサーバ

でのバージョンアップ

手順11 の後

右の手順を追加 →

手順13

バージョンアップを行うと、

QIVの一部の設定がデフォルト

設定に戻ります。QIVコンソー

ルを起動して、「CSV読み込み設

定/集計ディレクトリ設定」の

設定を元の設定に戻します。

「CSV読み込み設定/集計ディレ

クトリ設定」については、

『QIV』「Ⅳ 2-2 CSV読み込み設定

/集計ディレクトリ設定」を参

照してください。

ページ 見出し 誤 正

New2 －
Intel® Active Manegement 
Technology

→
Intel® Active Management 
Technology

New39 Ⅰ 4-3 プル実行 右の注意を追加 →

注意 　 初回プル実行時

初めてタスクをプル実行する場

合は、必ずWindowsディレクト

リに書き込み権限があるアカウ

ントでログオンしてください。

45

エージェント起動メニュー

の設定

手順6

右の注意を追加 →

注意　 グループ/フ ィ ルタ の指定

起動定義情報の表示対象とする

グループ/フィルタを、必ず指定

してください。グループ/フィル

タを指定していない場合は、ど

のホストにも表示されません。

New62
Ⅰ 5.スタンドアロンPCの

インベントリ収集

収集したインベントリは、リ

ムーバブルメディア/ファイル

サーバ/電子メール/FTPのいず

れかを利用してQNDサーバに取

り込むことができます。

→

収集したインベントリは、リ

ムーバブルメディア/ファイル

サーバ/電子メール/FTP/イ ンベ

ン ト リ代理転送のいずれかを利

用してQNDサーバに取り込むこ

とができます。

ページ 見出し 誤 正



■ リ フ ァ レンス

New103 インポートの準備

ただし、任意設定インベントリ

取得の設定を行ったタスクを実

行する方法では、タスク実行時

にQNDホスト側で､インベントリ

の値を入力する画面が表示され

るため、ユーザのオべレーシ ョ

ンが必要となります。

→

ただし、任意設定インベントリ

取得の設定を行ったタスクを実

行する方法では、タスク実行時

にQNDホスト側で､インベントリ

の値を入力する画面が表示され

るため、ユーザのオペレーシ ョ

ンが必要となります。

New106

タスク実行による項目名の

設定

管理者側の操作

ヒ ン ト 　 ホス ト が任意設定イ ン

ベン ト リの値を入力し た場合

･･･［項目名」さえ正しく設定

できていれば、値はCSVファイ

ルからのインポートによって上

書きされます。

→

ヒ ン ト 　 ホス ト が任意設定イ ン

ベン ト リの値を入力し た場合

･･･「項目名」さえ正しく設定

できていれば、値はCSVファイ

ルからのインポートによって上

書きされます。

New124
Ⅰ 12-3 ホスト一覧の情報

が正しく表示されないとき

注意 　 復元される情報

8ホスト情報ファイル（i.フ ァ

イル）を全て正しい状態にす

るためには、ホストに対して

インベントリの再収集を行っ

てください。

→

注意 　 復元される情報

8ホスト情報ファイル（I.フ ァ

イル）をすべて正しい状態に

するためには、ホストに対し

てインベントリの再収集を

行ってください。

ページ 見出し 誤 正

New2 －
Intel® Active Manegement 
Technology

→
Intel® Active Management 
Technology

18

Ⅰ 1-13 エージェント起動

メニューの設定

表内11行目「グループ/

フィルタの追加」の説明

右の記述を追加 →
※グループ/フィルタの指定は

必須です。

19 グループ/フィルタの選択 右の注意を追加 →

注意　 グループ/フ ィ ルタ の指定

起動定義情報の表示対象とする

グループ/フィルタを、必ず指定

してください。グループ/フィル

タを指定していない場合は、ど

のホストにも表示されません。

New95

Ⅱ 3.SU/QP/RCオプション

表内4行目「QPオプション

のみインストール」の説明

オンにすると、ホストにはQPオ

プションのみがインストールさ

れます。

→

オンにすると、ホストにはQPオ

プション（常駐/非常駐）のみが

インストールされます。

New95

Ⅱ 3.SU/QP/RCオプション

表内5行目「QPオプション

とRCオプションをインス

トール」の説明

オンにすると、ホストにはQPオ

プション、RCオプションがとも

にインストールされます。RCオ

プションは常駐モードでインス

トールされます。

→

オンにすると、ホストにはQPオ

プション（常駐/非常駐）、RCオ

プション（常駐）がともにイン

ストールされます。

New95

Ⅱ 3.SU/QP/RCオプション

表内8行目「QPオプション

動作時にインベントリ表示

用アイコンを表示」の説明

右の記述を追加 →

すでにQPオプションがインス

トールされていて、インベント

リ表示用アイコンがタスクトレ

イに表示されているホストに対

し、この項目のチェックを外し

たタスクを実行すると、インベ

ントリ表示用アイコンは非表示

になります。また、その場合、

非表示になるタイミングは、

ユーザのログオフ後です。

ページ 見出し 誤 正



■ QIV

■ リ モー ト コ ン ト ロール

New161

Ⅲ 5-1 「QNDサーバアクセ

スパスワードの設定」

表内7行目「リモートコン

トロール中にダイアログを

表示」の説明

［リモートコントロール中にダイ

アログ］にチェックを入れている

アカウントで･･･

→

［リモートコントロール中にダイ

アログを表示］にチェックを入

れているアカウントで･･･

New184
QNDホスト利用時に使用す

るポート番号
右の行を表に追加 →

接続元：マスターサーバ・ス

レーブサーバ

接続先：RCオプション

接続先ポート番号：1024～5000

通信種別：UDP

説明：QNDサーバからの返信を

受けるポート

New184
QNDホスト利用時に使用す

るポート番号
右の行を表に追加 →

接続元：RCコンソール

接続先：RCオプション

接続先ポート番号：1024～5000

通信種別：UDP

説明：RCコンソールからの返信

を受けるポート

ページ 見出し 誤 正

New107

Ⅶ 4-2 CSVファイルとして

出力する台帳や出力先を指

定する

手順3

上記設定部分［userName］から

［Separator］までの、左端に表

示されている「#」（シャープ）を

削除します。

→

手順3

上記設定部分のすべての行の左

端に表示されている「#」

（シャープ）を削除します。

New108
Ⅶ 4-3 カスタム台帳の定

期CSV出力

手順9

上記設定部分［userName］から

［Separator］までの、左端に表

示されている「#」（シャープ）を

削除します。

→

手順9

上記設定部分のすべての行の左

端に表示されている「#」

（シャープ）を削除します。

New110
Ⅶ 4-4 1つの台帳から2つ

のCSVファイルを出力する

手順5

上記設定部分［userName］から

［Separator］までの、左端に表

示されている「#」（シャープ）を

削除します。

→

手順5

上記設定部分のすべての行の左

端に表示されている「#」

（シャープ）を削除します。

ページ 見出し 誤 正

New24 バージョンアップ

注意

8タスクを利用したRCオプショ

ンのバージョンアップを行っ

た場合は、インストール後RC

ホストを必ず再起動してくだ

さい。再起動後にサービスが

置換されます。

→

注意

8タスクを利用したRCオプショ

ンのバージョンアップを行っ

た場合は、インストール後RC

ホストを必ず再起動してくだ

さい。再起動後にフ ァ イルが

置換されます。

ページ 見出し 誤 正



■ QND/QAW 　 －Security Alert Ver.1.0－

■ QND/QAW 　 －セキュ リ テ ィ 運用編－

ページ 見出し 誤 正

10 ポリシチェック対象ホスト

※64bit版Windows、UNIX、

Macintoch、SNMPホストは、対

象外となります。

→

※64bit版Windows、UNIX、

Macintoch、SNMPホストは、未

処理として扱われます。

これらのホストをセキュリティ

ポリシチェックの対象外ホスト

に設定する方法については、

「4-7.集計対象外ホストを設定

する」（P.56）を参照してくだ

さい。

12

SQL Server導入前の準備を

する

表［Windows Server 2003］

の1行目

MDAC 2.8 SP1

「MDAC 2.8 SP1のインストール」

（P.13）を参照

→

削除

（Windows Server 2003の場合、

MDAC 2.8 SP1のインストールは

必要ありません。）

62

5-2 セキュリティレポート

情報を確認する

手順4下の表

表内4行目に右の項目を追加 →

未処理

セキュリティポリシチェックが

実行されていないホストの台数

ページ 見出し 誤 正

New17 3-2 構成ファイルの配置

手順1

「qbsa2」ディレクトリが表示さ

れます。「qbsa2」ディレクトリ

には、脆弱性診断ツールプログ

ラムを実行するために必要な

ファイルが格納されています。

（ここでは、「qbsa2」ディレク

トリを「インストールディレク

トリ」として利用しています。）

→

手順1

「qbsa2.0.1」ディレクトリが表

示されます。「qbsa2.0.1」ディ

レクトリには、脆弱性診断ツー

ルプログラムを実行するために

必要なファイルが格納されてい

ます。（ここでは、「qbsa2.0.1」

ディレクトリを「インストール

ディレクトリ」として利用して

います。）

New17 3-2 構成ファイルの配置

手順3

ダウンロードしたMBSAインス

トールパッケージを、自己解凍

ファイル展開後、「qbsa2」ディ

レクトリ内の ～以下略～

→

手順3

ダウンロードしたMBSAインス

トールパッケージを、自己解凍

ファイル展開後、「qbsa2.0.1」

ディレクトリ内の ～以下略～

New17 3-2 構成ファイルの配置

手順4

「qbsa2」ディレクトリをファイ

ルサーバ上、またはQNDサーバ

上に移動します。

→

手順4

「qbsa2.0.1」ディレクトリを

ファイルサーバ上、またはQND

サーバ上に移動します。

New55 4-2 構成ファイルの配置

手順1

「qbsa2」ディレクトリが表示さ

れます。「qbsa2」ディレクトリ

には、脆弱性診断ツールプログ

ラムを実行するために必要な

ファイルが格納されています。

→

手順1

「qbsa2.0.1」ディレクトリが表

示されます。「qbsa2.0.1」ディ

レクトリには、脆弱性診断ツー

ルプログラムを実行するために

必要なファイルが格納されてい

ます。



New55 4-2 構成ファイルの配置

手順3

ダウンロードしたMBSAインス

トールパッケージを、自己解凍

ファイル展開後、「qbsa2」ディ

レクトリ内の ～以下略～

→

手順3

ダウンロードしたMBSAインス

トールパッケージを、自己解凍

ファイル展開後、「qbsa2.0.1」

ディレクトリ内の ～以下略～

New55 4-2 構成ファイルの配置

手順4

「qbsa2」ディレクトリをファイ

ルサーバ上、またはQNDサーバ

上に移動します。

→

手順4

「qbsa2.0.1」ディレクトリを

ファイルサーバ上、またはQND

サーバ上に移動します。

ページ 見出し 誤 正
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